
    

                                                                                        

 

 

 

８月２５日に２学期がスタートしてから今日まで，８１日間の授業日数となりました。と言っても，後半は

新型コロナウイルスや季節はずれのインフルエンザの流行があり，１０月下旬から１１月下旬にかけて，入れ

替わりで多くのクラスが学級閉鎖となったため，８１日間フルに「出席すべき日数」となったのは，１／３程

度でした。感染力の強さなのか，子どもたちの抵抗力が低下しているのか，様々なことが言われていますが，

「インフルエンザは冬に流行する」という定説も当てはまらない，たいへんな時代だと感じます。マスクを外

した子どもたちの笑顔をみることができる場面が増えたとは言え，基本的な感染症対策の強化はまだまだ続き

そうです。それでも本校生徒たちは，今学期も元気いっぱいで乗りこえることができていました。 

２学期というと，一年間の中でも大きな行事が多く予定されている学校の繁忙期です。諸活動における制限

はかなり緩和され，保護者の皆様にもそれらをご参観いただける機会もかなり増えました。何より，生徒たち

が生き生き，伸び伸びと活動している姿をみられることが，学校が学校らしさを取り戻してきたという実感に

つながります。特に，本校の伝統である合唱活動が復活できたことは，大きな喜びです。 

９月の『東輝祭』をはじめ，１０月は『新人戦』，１１月は『合唱コンクール』，１２月は『生徒会役員選挙』

と毎月大きな行事が続いた２学期。その合間にも定期テストや授業参観，自転車安全教室，防災訓練，講演会

など，本当に忙しい日々だったと思います。また，３年生においては，進路選択の決断もしなければならない

時期でもあり，悩ましい日々であったことでしょう。でも，本当によく頑張りました。東中生は，こういった

行事の取組を通して，個々が成長し，集団が団結力を高め，東中の文化を築き継承しています。４年間のコロ

ナ禍を乗り越え，今また新しい東中の歴史が刻まれた２学期と言えるでしょう。 

明日から１３日間の冬休みになります。この期間に２学期を，また 2023 年の一年間を振り返って，成果と

課題を確認してください。そして，３学期の抱負，来年の抱負や目標について，家族で話し合ってみてくださ

い。１月９日には，全員元気に再会できるよう，健康・安全には十分留意して有意義に過ごしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～コロナもインフルもあったけど～ 

中学生の「税についての作文」において本校１年

生・立川諒さんの『税金との出会い』が東京税理士

会甲府支部長賞に，同じく１年生・千須和蒼河さん

の『家族の笑顔と税金』が甲府税務署管内納税貯蓄

組合連合会最優秀会長賞に輝き，その表彰式が１２

月８日に本校校長室にて行われました。 

当日は甲府税務署の

方が，賞状などを直接

お渡ししたいとおいで

くださいました。二人

を代表して，立川諒さ

んが表彰を受け取りま

した。 

 
おめでとうございます！ 

表彰を受ける立川さん 


